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１．研究計画の概要 
 
ドム語の語彙・テキストをまとめ、言語学、
人類学の資料として利用されうるデータを
収集し、調査研究する。より具体的には伝統
的な行動様式、動植物を含む周りの環境につ
いて、またそれらの資源としての利用方式な
どについてドム語による聞き取り調査を行
ない、話者の語りを記録、分析する。各年度
の調査は語りの内容のテーマを絞って対象
とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 
初年度は調査ビザ取得の準備をするととも
に周辺言語集団に関する先行研究や、代表者
自身のこれまでのデータをまとめ、初めの調
査票を作るなどの調査に先立つ準備を進め
た。調査ビザ取得後現地調査に入り、主に植
物の名称や利用方法について聞き取り調査
を行なった。その後、今では行なわれていな
い伝統行事や西洋文明との接触前の行動様
式について、毎年テーマ別の現地調査を行な
い複数地点でドム語の自然発話を録音、重要
なものについては話者と協力しながら書き
起こし、収集を進めてきた。GPS による調査
地点記録も行なっており、ドム語使用地域の
地理的情報を調査の都度アップデートして
いる。 
当初の予想以上に方言差が大きかったが、関
連する科研プロジェクト(代表者大西正幸、課
題番号 20320065)で行なっているドム語と周
辺の言語・方言に関する調査の成果を生かし
て、言語変種の分布と相互関係を明らかにし、
本研究での方言の扱いを決めることができ
た。 

成果の発表は、はじめにシドニー大学で開催
されたパプア諸語に関する国際学会に出席、
シンブー諸語のトーンの再構に関して発表
することでおもなパプア諸語研究者に研究
計画を周知し、協力関係を確立することがで
きた。その後もドム語を含む数言語における
場所表現の対照、Papuan Pasts 所収の諸論
文の英文書評(大西正幸と共同執筆)、ドム語
語彙の意味論的側面についての記述、ドム語
使用地域の地理的分布と周辺の言語・方言と
の関係について、シンブー諸語の中でのドム
語の通時的な位置づけ、および談話資料に現
れる従属節の性格について発表した。 
以上の通りおおむね当初の計画に沿って進
行中である。 
 
３．現在までの達成度 
 
上記した通りおおむね当初の計画に沿って
進行中である。ただし、調査の性格上これま
での成果発表はどちらかというと副産物に
該当するものが多い。つまり収集資料による
言語学的な分析結果である。また新たな課題
としてドム語内の方言差、周辺言語との密接
な関係が明らかになりつつある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
最終年度は成果の発表のため対象を適切に
しぼった調査研究が必要になる。例えば方言
をしぼるため調査地点を限定すること、また
多岐にわたる語りのテーマをつぎの調査で
明らかにしうるもののみにしぼって年度末
にはデータ整理のみが必要な段階にしてお
く予定である。 
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